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再生材プラスチックの活用促進に向けた

自工会の取組みについて

－汎用PP、複合強化PPの目標値公表－

2025年 2月
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はじめに

一般社団法人 ⽇本⾃動⾞⼯業会(自工会)の加盟各社においては、1990年代より修理交換で発⽣

する廃棄バンパーをエンジンアンダーカバー等にリサイクルするなど、プラスチックのリサイクルにいち早く取り組んで

まいりました。また、⾦属に関しても鉄鋼材料やアルミ材料など、部品・素材メーカー様とも連携し、可能な限り

再生材を活用するよう努めてまいりました。

近年、特にプラスチックリサイクルの機運の⾼まりにより、⾃動⾞業界として更なる取組みの加速と合わせ、

社会全体の再⽣プラスチック等の供給体制の整備と更なる活⽤促進に向けて、カーボンニュートラル (CN－

軽量化－) の観点からプラスチックを多⽤する⾃動⾞業界が、積極的に社会全体を牽引していくことの重要性を

改めて認識しております。

このような背景から、この度 ⾃⼯会では再⽣プラスチックの活⽤促進を狙い、⾃動⾞でのプラスチック使⽤量が

最大であるポリプロピレン（PP）に関し、再生PPの要求項目の目標値、評価・測定方法を公表することと

いたしました。そして動静脈の双方向コミュニケーションが活発となり、再生プラスチックの量の確保に繋がる議論を

進めてまいりたいと考えます。自工会の本取組みが日本の産業界全体のプラスチック等 資源循環の取組促進に

繋がることを期待しております。

2025年 2月 一般社団法人 ⽇本⾃動⾞⼯業会
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◆ 国内や欧州においても、近年 資源循環を強⼒に推進すべく、各種取組みが活発化

・2023年 「成⻑志向型の資源⾃律経済戦略」を策定

・３R法改正議論において、プラ等を重点素材として、資源循環の取組みを強化する方向

・サーキュラーパートナーズにて⾃動⾞の領域別WGを開催、ビジョン等を議論予定

・2024年の第五次循環型社会形成推進基本計画(案) にて、「⾃動⾞製造時の再⽣材

利⽤等が進むよう、関係者の協⼒・連携を促進」と記載 ＜産官学コンソーシアムを推進＞

・2019年 プラ戦略を策定し、2030年 再⽣プラ利⽤量倍増、バイオプラ200万t導入を設定

欧州欧州

・2023年 ELV規則(案)が公表され、プラはじめ再生材活用等に関する条文案あり

（プラ︔再⽣材活⽤率 25%（うち、ELV由来25%） ⾦属類(アルミ・マグネ・希土類)︔別途 目標を検討）

・2024年 重要原材料法(CRMA)にて、特にモーター磁石(重希土類)のリサイクルを促進の意向

（再⽣材活⽤率規定(31年までに決定)、磁⽯製品へ重量・組成等情報のリサイクルの為のラベル貼付等）
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１．取組みの背景 (1)
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１．取組みの背景 (2)
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＜目 的＞

◆ 自工会では、CN/CEの取組み促進を重要課題と位置付け、2024年9月 以下を策定・公表

「2050年 ⻑期ビジョン」・「中⻑期ロードマップ(含む 自主目標値)」

＜目 的＞

① 上記 自工会の策定・公表により、産業界全体の再生材供給・活用を

⾃動⾞産業が積極的に牽引

② ⾃動⾞部品メーカー、再⽣材等 素材メーカー、解体/破砕/ASRリサイクル業者等と動静脈一体

となって、⾃動⾞関係の各事業者の取組みを積極的に牽引



２．自工会の対応の方向性 (1)
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国内のリサイクラー・素材メーカー等が、国内・海外に十分存在し、
各社が品質⾯・コスト⾯で、圧倒的なグローバル競争⼒を持ち、
国内の需要サイドが必要とする再生材等を最小のCFP*にて、
量的にも⼗分に⽣産・供給できている

国内のリサイクラー・素材メーカー等が、国内・海外に十分存在し、
各社が品質⾯・コスト⾯で、圧倒的なグローバル競争⼒を持ち、
国内の需要サイドが必要とする再生材等を最小のCFP*にて、
量的にも⼗分に⽣産・供給できている

国内⾃動⾞メーカー等は、品質の高い再生材を国内リサイクラー
等から、国内外にて調達可能となっており、その結果再生材活用
率の⾼い⾞両を低コストで⽣産・販売でき、低CFPとも合わせ
圧倒的なグローバル競争⼒を持っている

国内⾃動⾞メーカー等は、品質の高い再生材を国内リサイクラー
等から、国内外にて調達可能となっており、その結果再生材活用
率の⾼い⾞両を低コストで⽣産・販売でき、低CFPとも合わせ
圧倒的なグローバル競争⼒を持っている

供給サイド 〜リサイクラー等〜

需要サイド 〜⾃動⾞メーカー等〜需要サイド 〜⾃動⾞メーカー等〜

需要側の取組みのみではなく、供給側と連携した動静脈一体の取組みにより、ありたい姿を目指す

・⺟材確保⽀援

・再生材規格化

・国の補助⾦⽀援

供給拡大に向けた

各種支援等

⾃動⾞メーカー各社と連携、動静脈⼀体

となり、グローバルで競争⼒ある⾃動⾞

品質の再生材を供給

＊CFP︔Carbon Footprint of Products(温室効果ガス排出量)

<2050年⻑期ビジョン ー⻑期的に⽬指すありたい姿ー＞

国内外での再生材活用促進を目指した再生材(プラ/⾦属等)の目標値を検討する国内外での再生材活用促進を目指した再生材(プラ/⾦属等)の目標値を検討する



２．自工会の対応の方向性 (2)
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⾃動⾞で使⽤量（重量ベース）の多い材料「鉄、アルミ、樹脂」を対象に目標値を検討する⾃動⾞で使⽤量（重量ベース）の多い材料「鉄、アルミ、樹脂」を対象に目標値を検討する

図. クルマの材料構成⽐（重量％）

「鉄、アルミ、樹脂」で全体の

8割以上（重量％）を占める
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再⽣樹脂の中でも使⽤量の多いポリプロピレン（PP）を検討再⽣樹脂の中でも使⽤量の多いポリプロピレン（PP）を検討

＜再生ポリプロピレン(PP)樹脂＞

汎用ポリプロピレン(汎用PP*)

複合強化ポリプロピレン(複合強化PP*)

＜再生ポリプロピレン(PP)樹脂＞

汎用ポリプロピレン(汎用PP*)

複合強化ポリプロピレン(複合強化PP*)

*汎用PP︓PP、PP+ゴム
*複合強化PP︓PP+タルク、PP+ゴム+タルク

２．自工会の対応の方向性 (3)

図. クルマの樹脂材料構成⽐
（重量⽐率）

ポリプロピレン
（PP）
44%

その他
（ポリアセタール
ポリカーボネート
塩化ビニルなど）

ポリアミド(PA)

ポリエチレン(PE)

ポリウレタン(PU)

ポリエチレン
テレフタレート(PET)
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３．再生樹脂（汎用PP、複合強化PP）の目標値
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◆ 目標値を提示する項目 ◆ 評価・測定方法を提示する項目

静脈産業の評価・測定能⼒を勘案し、目標値を提示する項目と評価・測定方法を提示
する項目に分類

成形収縮率

促進耐光性

促進耐候性

線膨張係数

外観

異物

項目

におい、VOC、化学物質については別途

23℃

23℃

23℃

23℃

23℃

23℃

-30℃

0.45MPa

230℃,2.16㎏

項目

配合（PIR⽐率,PCR⽐率,PCR中ELV⽐率）

密度(g/cm3)*

引張降伏強さ(MPa)*

引張り弾性率(MPa)*

引張破断伸び(%)*

曲げ弾性率(MPa)*

曲げ強さ(MPa)*

シャルピ衝撃値(kJ/m
2
)

(ノッチ付き)*

荷重たわみ温度(℃)*

MFR（g/10min）* *試験方法はISOに準拠

ＰＩＲ︓プレコンシューマ材料
ＰＣＲ︓ポストコンシューマ材料
ＥＬＶ︓廃⾞由来材料
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４．公表内容︓⽬標値について (1)－汎用PP－
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目標値の考え方
各社共通のボリュームゾーンを対象
（必要に応じて、各社チューニングすることも想定）

※汎用PP①︓インパネアンダーカバーなど⼀般部品向け
汎用PP②︓ドアトリムなど衝撃要求のある部品向け

汎用PP① 汎用PP②

25wt%以上 25wt%以上

報告 報告

報告 報告

0.88〜0.94 0.88〜0.94

23℃ 20以上 19以上

23℃ 1000以上 940以上

23℃ 15以上 25以上

23℃ 1000以上 940以上

23℃ 25以上 24以上

23℃ 5以上 10以上

-30℃ 2以上 3以上

0.45MPa 80以上 78以上

230℃,2.16㎏ 18̃28 20〜30

引張り弾性率(Mpa)

配合（PIR⽐率）

項目

配合（PCR⽐率）

配合（PCR中ELV⽐率）

密度（g/cm3）

引張降伏強さ(MPa)

引張破断伸び(%)

曲げ弾性率(MPa)

曲げ強さ(MPa)

シャルピ衝撃値

(kJ/m
2
)

荷重たわみ温度(℃)

MFR（g/10min）
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４．公表内容︓⽬標値について (2)－複合強化PP－
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目標値の考え方
各社共通のボリュームゾーンを対象
（必要に応じて、各社チューニングすることも想定）

※複合強化PP①︓バンパーなど⾼剛性・⾼衝撃要求のある部品向け
複合強化PP②︓インパネなど⾼剛性・衝撃要求のある部品向け
複合強化PP③︓アンダーカバーなど⾼衝撃要求のある部品向け

複合強化PP① 複合強化PP② 複合強化PP③

25wt%以上 25wt%以上 25wt%以上

報告 報告 報告

報告 報告 報告

0.96〜1.04 0.96〜1.04 1.00〜1.07

23℃ 22以上 22以上 17以上

23℃ 1900以上 1900以上 1250以上

23℃ 40以上 25以上 20以上

23℃ 2000以上 2000以上 1350以上

23℃ 27以上 27以上 22以上

23℃ 23以上 10以上 20以上

-30℃ 3以上 2以上 2以上

0.45MPa 100以上 100以上 90以上

230℃,2.16㎏ 25〜35 25〜35 22̃32

配合（PIR⽐率）

曲げ弾性率(MPa)

項目

配合（PCR⽐率）

配合（PCR中ELV⽐率）

密度（g/cm3）

引張降伏強さ(MPa)

引張り弾性率(MPa)

引張破断伸び(%)

曲げ強さ(MPa)

シャルピ衝撃値

(kJ/m
2
)

荷重たわみ温度(℃)

MFR（g/10min）
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４．公表内容︓評価・測定⽅法*について (3)
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１）線膨張係数

「JIS K 7197に準拠して温度-30〜80℃の範囲で測定する」

もしくは

「平板試験⽚に標線を引き、温度23±2℃〜所定温度の⼨法変化率を
測定する」

※測定は射出成形時の2方向とする。
MD（流動⽅向に平⾏な⽅向）、TD（流動⽅向に直⾓な⽅向）

２）成形収縮率

「JIS K 7152-4に準拠して測定する」

もしくは

「平板試験片を用いJIS K 7152-4に準拠した測定方法で測定する」

*詳細は関係者間で協議
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４．公表内容︓評価・測定⽅法*について (4)
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３）促進耐候性

評価設備︓Xenon_Atlas製、スガ製 等
サイクル︓照射102分＋照射＆スプレー18分
BP温度︓63±5℃
湿度︓照射50±5％、照射+スプレー95±5%
照射照度︓60W/m2(300-400nm), 0.55W/m2(340nm)
ガラスフィルタ︓内側︓⽯英、外側︓タイプSボロシリケイト
照射時間︓800h、2000h

「下記の評価内容にて評価する」

*詳細は関係者間で協議



13

４．公表内容︓評価・測定⽅法*について (5)
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４）促進耐光性

評価設備︓Xenon_Atlas製、スガ製 等
サイクル︓連続照射
BP温度︓83±5℃ or 89±5℃
湿度︓50±5％
照射照度︓60W/m2(300-400nm)
ガラスフィルタ︓内側︓タイプSボロシリケイト、外側︓ソーダライム
照射時間︓400h

「下記の評価内容にて評価する」

*詳細は関係者間で協議
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４．公表内容︓評価・測定⽅法*について (6)
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５）外観

６）異物

「保有型で最⼤の平板試験試験⽚にて、ブツの量・サイズ、⾊/艶ムラを
目視で確認する」

※平板表⾯は平滑（シボ無し）とする
※異物カウントは「φ1以下／φ1～φ2.5／φ2.5以上」の3範囲でのカウントとする

「保有型で最大の平板試験試験片もしくはペレット熱プレス品に
異物の量・サイズを⽬視で確認する」

※平板表⾯は平滑（シボ無し）とする
※ペレット熱プレス品は、10～20gをスペーサ無で潰した
フィルムとする[0.1mmt程度]
※異物カウントは「φ1以下／φ1～φ2.5／φ2.5以上」の3範囲でのカウントとする

*詳細は関係者間で協議
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END


